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北
京
で
開
催

中
の
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
も

め
て
い
る
。
力

を
だ
し
き
れ
な
か
っ
た
有
力

選
手
も
少
な
く
な
い
。

　

ジ
ャ
ン
プ
の
高
梨
沙
羅
選

手
は
ス
ー
ツ
の
違
反
で
失

格
。
ロ
シ
ア
の
ワ
リ
エ
ワ
選

手
は
ド
ー
ピ
ン
グ
疑
惑
の
渦

中
に
あ
る
。
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
・
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク

は
開
催
国
で
あ
る
中
国
寄
り

の
判
定
が
物
議
を
か
も
し

た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
で

は
、「
人
間
の
尊
厳
を
保
つ

こ
と
に
重
き
を
置
く
平
和
な

社
会
の
確
立
を
奨
励
す
る
」

こ
と
を
目
標
の
一
つ
と
す
る

が
、
五
輪
は
国
の
威
信
を
か

け
、
選
手
は
メ
ダ
ル
獲
得
を

期
待
さ
れ
る
。

　

日
本
人
の
五
輪
メ
ダ
リ
ス

ト
第
一
号
は
、
１
９
２
０
年

の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
大
会
で
テ

ニ
ス
個
人
と
ダ
ブ
ル
ス
で
銀

メ
ダ
ル
に
輝
い
た
熊
谷
一
弥

氏
だ
っ
た
。
熊
谷
氏
は
当

時
、
最
強
と
目
さ
れ
て
い
た

が
、
決
勝
で
は
惜
し
く
も
敗

退
し
た
。

　

マ
ス
コ
ミ
は
各
国
の
メ
ダ

ル
獲
得
数
を
比
べ
、
勝
利
し

た
選
手
を
称
え
、
視
聴
者
は

一
喜
一
憂
す
る
。
不
正
と
メ

ダ
ル
至
上
主
義
は
コ
イ
ン
の

裏
表
だ
。 

（
Ｔ
）

保険医年金の予定利率
変更について  　共済部

大
阪
府 配布申込みはWEB限定

事業概要・WEB申込はコチラ
ID：kougen
パスワード：kensa
※一般に非公開のため取り扱い注意

検査キットを無償配布

医
療
現
場
か
ら
監
視
の
目
を

窮
状
打
開
ほ
ど
遠
い
評
価

初
再
診
料
の
抜
本
増
、金
パ
ラ
問
題
の
解
消
求
め
る

2 0 2 2 年度2 0 2 2年度
診療報酬改定診療報酬改定平

尾
清
司
社
保
研
究
部
長
が
談
話

政
策　

学
習
会
22
年
改
定
の
最
新
動
向
学
ぶ

　保険請求のご相談や年金・休
業保障制度のお問い合わせは直
通番号をご利用ください。
社保研究部  06-6568-7467
共　済　部  06-6568-7438

協会直通番号のご案内

指
導
・
麻
薬
対
策
課
長
通
知
）
を

発
出
し
た
。
通
知
の
内
容
は
①
製

造
業
者
は
、
製
造
管
理
に
関
す
る

定
期
的
な
自
己
点
検
、
職
員
に
対

す
る
教
育
訓
練
の
実
施
な
ど
、
適

切
な
製
造
管
理
体
制
を
確
保
す
る

た
め
の
取
組
を
実
施
す
る
②
製
造

販
売
業
者
に
お
い
て
は
、
製
造
業

者
に
対
す
る
管
理
監
督
を
徹
底

し
、
製
造
業
者
と
の
緊
密
な
連
携

を
図
る
③
製
造
販
売
業
者
及
び
製

適
切
な
製
造
管
理

適
切
な
製
造
管
理

　

一
連
の
不
祥
事
を
受
け
て
厚
労

省
は
、
日
本
製
薬
団
体
連
合
会

（
日
薬
連
）
に
対
し
て
２
０
２
０

年
12
月
11
日
付
で
「
医
薬
品
の
適

切
な
製
造
管
理
等
の
徹
底
に
つ
い

て
」（
医
薬
・
生
活
衛
生
局
監
視

造
業
者
に
お
い
て
は
、
医
薬
品
に

関
す
る
適
正
な
情
報
提
供
体
制
の

確
保
や
、
有
事
の
際
の
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
確
認
す
る
④

製
造
販
売
業
者
及
び
製
造
業
者
に

お
い
て
は
、
①
か
ら
③
の
取
り
組

み
を
含
め
、
実
施
す
る
業
務
が
薬

事
に
関
す
る
法
令
に
適
合
す
る
こ

と
が
確
保
さ
れ
る
体
制
を
整
備
す

る
―
―
こ
と
の
４
点
で
あ
っ
た
。

繰
り
返
す
不
正

繰
り
返
す
不
正

　

こ
う
し
た
通
知
が
出
さ
れ
る
こ

と
自
体
、
異
例
の
事
態
と
い
え

る
。
残
念
に
思
う
の
は
、
厚
労
省

か
ら
通
知
が
出
さ
れ
る
か
否
か
に

か
か
わ
ら
ず
、
小
林
化
工
や
日
医

工
の
問
題
を
受
け
て
、
製
薬
企
業

各
社
が
自
発
的
に
通
知
の
４
点
を

点
検
し
、
医
療
関
係
者
・
国
民
や

社
会
に
対
し
て
、
自
主
点
検
の
結

果
を
公
表
す
べ
き
だ
と
期
待
し
て

い
た
が
、
未
だ
に
ど
の
企
業
か
ら

も
正
確
な
情
報
発
信
は
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
だ
。
ま
た
、
小
林
化
工

の

製

品

を

販

売

す

るMeiji 

Seika
フ
ァ
ル
マ
は
、
15
年
５
月

に
血
液
製
剤
の
製
造
記
録
を
40
年

以
上
に
も
わ
た
り
偽
造
し
隠
蔽
し

た
こ
と
で
行
政
処
分
を
受
け
た
化

一般社団法人
大阪ファルマプラン
理事長　廣田憲威氏

後
発
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
の
不
祥
事

薬
機
法
違
反
問
題
を
考
え
る
⑤

う
レ
ッ
テ
ル
が
再
び
貼
ら
れ
な
い

よ
う
に
願
っ
て
い
る
。
国
際
的
に

も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
存
在

は
、
患
者
・
保
険
者
負
担
軽
減
と

国
の
医
療
費
の
適
正
化
に
無
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
だ
。

　

私
た
ち
薬
剤
師
は
医
薬
品
の
プ

ロ
と
し
て
、
日
頃
か
ら
製
薬
企
業

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
や
品
質

問
題
に
つ
い
て
、
医
療
現
場
か
ら

監
視
の
目
を
強
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
二
度
と
同
じ
よ
う
な
過
ち

が
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
、
厚
労

省
や
地
方
自
治
体
に
よ
る
薬
事
行

政
の
見
直
し
や
強
化
も
必
要
で
あ

る
。

 

（
お
わ
り
）

学
及
血
清
療
法
研
究
所
（
化
血

研
、
現
在
の
Ｋ
Ｍ
バ
イ
オ
ロ
ジ
ク

ス
）
を
18
年
に
グ
ル
ー
プ
企
業
と

し
て
引
き
継
い
だ
経
緯
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
小
林
化
工
で
起

こ
っ
て
い
た
問
題
を
事
前
に
見
抜

く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

安
全
性
の
確
保

安
全
性
の
確
保

　

製
薬
企
業
各
社
に
は
改
め
て
、

生
命
関
連
物
質
で
あ
る
医
薬
品
を

製
造
す
る
自
覚
と
責
任
を
認
識

し
、
安
全
で
高
品
質
な
医
薬
品
の

製
造
と
供
給
を
確
実
に
す
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。
今
回
の

事
件
に
よ
っ
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
、
か
つ
て
言
わ
れ
た

「
安
か
ろ
う
、
悪
か
ろ
う
」
と
い

・
初
再
診
わ
ず
か

　

３
点
の
引
き
上
げ

・
Ｏ
Ｌ
資
格
確
認
へ

　

加
算
し
政
策
誘
導

　

診
療
報
酬
改
定
に
か
か
る

答
申
が
中
医
協
か
ら
厚
労
大

臣
に
提
出
さ
れ
た
。
ま
ず
、

初
再
診
料
は
わ
ず
か
３
点
の

引
き
上
げ
に
と
ど
ま
っ
た
。

歯
周
基
本
治
療
処
置
の
廃
止

も
財
源
に
充
て
な
が
ら
、
歯

初
診
の
新
た
な
研
修
項
目
に

　

中
医
協
が
２
０
２
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
内
容
を
厚

労
相
に
答
申
し
た
こ
と
を
受
け
、
平
尾
清
司
社
保
研
究
部

長
（
写
真
）
は
16
日
、
次
の
談
話
を
発
表
し
た
。

新
興
感
染
症
へ
の
対
応
が
加

え
ら
れ
た
。
歯
科
は
治
療
の

特
性
か
ら
、
感
染
対
策
に
は

従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
。
医
療
法
で
も
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
研
修
を
わ
ざ
わ

ざ
施
設
基
準
で
縛
る
必
要
は

な
い
。
歯
初
診
の
施
設
基
準

自
体
を
廃
止
す
べ
き
で
あ

る
。

　

ま
た
、

初
再
診
関
連
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

に
対
す
る
加
算
が
新
設
さ
れ

た
が
、
シ
ス
テ
ム
導
入
の
政

策
誘
導
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
本
来
、
改
定
財
源
は
医

療
充
実
に
充
て
ら
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
わ
ず
か
な
財
源
を

政
策
誘
導
に
割
く
こ
と
は
容

認
で
き
な
い
。

・
残
る
一
物
二
価

・
基
礎
的
技
術
料

　

評
価
不
十
分

　

か
強
診
は
、
Ｃ
ｅ
に
対
す

る
処
置
や
歯
周
病
安
定
期
治

療
に
一
物
二
価
を
生
み
、
同

一
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け

た
患
者
間
で
さ
え
、
負
担
金

が
異
な
る
矛
盾
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
今
回
Ｓ
Ｐ
Ｔ
Ⅰ
と

Ⅱ
が
統
合
・

整
理
さ
れ
た

が
、
一
物
二
価
な
ど
の
基
本

矛
盾
は
引
き
続
き
残
っ
て
い

る
。
給
付
内
容
と
直
接
結
び

つ
か
な
い
研
修
、
人
員
や
設

備
要
件
な
ど
「
機
能
」
と
し

て
評
価
す
る
体
系
か
ら
「
実

地
で
果
た
し
た
役
割
」
を
等

し
く
評
価
す
る
体
系
に
転
換

す
べ
き
で
あ
る
。

　

歯
科
用
貴
金
属
価
格
の
改

定
は
、
よ
り
直
近
の
も
の
を

参
考
と
し
変
動
幅
に
関
わ
ら

ず
年
４
回
の
改
定
と
な
っ
た

が
、
根
本
的
な
問
題
と
な
る

市
場
価
格
と
告
示
価
格
の
乖

離
の
解
決
と
は
な
っ
て
い
な

い
。
金
パ
ラ
の
金
属
価
格
の

改
定
ル
ー
ル
そ
の
も
の
の
抜

本
的
な
改
善
と
代
替
材
料
の

保
険
適
用
拡
大
を
求
め
る
。

　

歯
援
診
２
の
届
出
要
件
の

緩
和
や
訪
問
口
腔
リ
ハ
の
対

象
拡
大
な
ど
、
在
宅
歯
科
医

療
の
推
進
策
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
が
、
訪
問
診
療
で
あ

れ
、
外
来
診
療
で
あ
れ
、基
礎

的
技
術
料
の
十
分
な
評
価
が

あ
っ
て
こ
そ
生
き
て
く
る
。

・
低
点
数
押
し
付
け

　

る
長
期
維
持
管
理

・
コ
デ
ン
タ
ル
の

　

評
価
不
十
分

　

そ
の
意
味
で
は
、
抜
髄
や

感
根
処
を
は
じ
め
と
す
る
歯

内
療
法
な
ど
が
引
き
上
げ
ら

れ
た
が
、
わ
ず
か
２
点
程
度

に
留
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
重

症
化
予
防
や
口
腔
機
能
管
理

な
ど
長
期
維
持
管
理
は
、
低

点
数
を
押
し
付
け
る
診
療
報

酬
体
系
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
１
初
診
１
回
を
限

度
と
す
る
算
定
制
限
な
ど
の

歯
科
独
特
の
ル
ー
ル
に
よ
る

課
題
を
解
消
し
な
い
ま
ま
で

は
、
診
療
現
場
の
実
態
と
ま

す
ま
す
掛
け
離
れ
て
い
く
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
総
合

医
療
管
理
加
算
の
施
設
基
準

廃
止
な
ど
、
協
会
の
要
求
が

反
映
さ
れ
た
項
目
も
あ
る
。

こ
れ
は
現
場
の
声
を
国
会
議

員
や
厚
労
省
へ
届
け
て
き
た

粘
り
強
い
運
動
の
成
果
で
あ

る
。
し
か
し
、
歯
科
衛
生
士

や
歯
科
技
工
士
の
独
立
評
価

の
拡
大
は
不
十
分
で
あ
り
、

歯
科
医
療
を
取
り
巻
く
窮
状

を
打
開
す
る
に
は
ほ
ど
遠
い

評
価
と
い
え
る
。
誰
も
が
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
安
心
し
て

安
全
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
保
険
で
よ
い
歯
科
医

療
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み

を
さ
ら
に
強
め
る
決
意
で
あ

る
。

　本紙2021年10月15付でご案内の通り、保険医年金受託

会社の大樹生命が自社引受分の予定利率を0.75％に変更

することを決めました。これにより制度の予定利率

1.259％が７月１日から1.140％となります。

　保険医年金は、生命保険会社が一般勘定で運用する

「拠出型企業年金保険」を団体契約して運営していま

す。利息は、最低保証利率である予定利率で計算され、

配当があれば上乗せされます。年度末の決算で各加入者

の積立金を確定させていますので、積立金が遡及して削

減されることはありません。また１口単位での一時金の

受け取りや払い込みの中断・再開、加入５年以上から開

始できる年金受給など制度の特長に変更はありませんの

でご安心下さい。

▶▶今年80歳満期の方・年金受給をお考えの方

　1942年（昭和17年）９月１日までにお生まれの方は、

今年９月１日で「80歳満期」となり、積立金を一時金か

年金としてお受け取りいただきます。

　年金受給中の利息計算は、受給開始時点の予定利率が

適用されます。現行の予定利率1.259％での受け取りを

希望される場合は、４月中の手続きが必要ですので３月

中にお申し出下さい。今年80歳満期の方には３月中に別

途案内いたします。

　ご不明な点は共済部（06-6568-7438）までご照会下さ

い。

　大阪府は16日、医療機関等を対象に、医
療従事者の早期の職場復帰等を目的とした
「抗原定性検査キット」の無償配布を始め
た。キットの使用用途は、濃厚接触者となっ
た医療従事者に対し▽自宅待機をしない、就
業前の毎日検査▽自宅待機期間の短縮。配布
される検査キットは１医療機関一律50テス
トで、使用実績の報告は必要ない。配付申込
は府HPで受け付けている。

　2022年診療報酬改定の動向

を学ぼうと協会は12日、政策

学習会をＭ＆Ｄホールで開き、

オンラインでの参加を含め

127人が参加した。社保研究部

の平尾清司部長が診療報酬改

定の最新情報を、政策部の江

原豊部長が自公政権下の社会

保障費抑制について解説した。


